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平成２２年度 朝日支部役員・評議員総会が終了 
 
４月１２日（火）午後１時３０分から士別市

社会福祉協議会朝日支所において、平成２２年

度役員・評議員総会が開催され、平成２２年度

事業報告並びに収支決算報告を承認し、合せて

平成２３年度事業計画（案）並びに収支予算（案）

が提案され原案のとおり決定しました。また、

任期満了に伴う役員の選任が行われ次のとおり

決定しました。 
支部長 粥川  章さん（再）副支部長 藤田  實さん（再）  
幹事 伊東 紀美江さん（再）幹事 江口 智恵子さん（再）   
幹事 松村 浩信さん（再）  監事 坂野 光則さん（新） 監事 玉置 洋一さん（再） 
支部評議員については、役員会の同意を得て支部長から次の１０名の方々に委嘱されました。 
穴田 一男さん（再） 大岡 忠幸さん（再） 木村 孝芳さん（再） 武田 正幸さん  （新） 
佐藤  誠さん（新） 高橋 幸造さん（再） 田代 満春さん（再） 谷口 恵美子さん（再） 
林  廣志さん（新） 森川 英治さん（再） 
支部役員・支部評議員ともに任期は、平成２５年３月３１日までの２年間です。ご支援ご協力賜りますようよろ

しくお願いいたします。                                       

平成２３年度の事業費予算は、支部活動推進事業費150,000円、地区活動推進事業費500,000円、  事業収入
109,000円、繰越金等88,000円、合計847,000です。主な事業費として、「ふれあい昼食会」「福祉運動会」「地域
福祉活動助成・支援」「ぼらんてぃあネットワーク」の発行等、継続して実施することに決定しました。 
士別市社協の事業として「歩行安全杖」贈呈事業、「心身障害児・者通所施設交通費助成」についても、従来の

とおり社協朝日支所で取扱います。 
また、地域住民活動支援のため行事用テントの貸出、一時的使用（介護用具を購入若しくはレンタルするまでの

間、入院中で外泊する場合等の短期間使用）の車椅子、介護ベッド、歩行器、ポータブルトイレ等の貸出を無料で

ご利用いただいております。貸出の際は、「日常生活用具貸与申請書」の提出をお願いしておりますので、お手数

ですが支所までご連絡下さい。ただし、貸し出し中の場合はご利用できませんのでご承知おき願います。 

 お問合せは社協朝日支所（電話 ２８－２００２）までお願いします。 



 

５ ・ ６ 月 の 行 事 計 画 

月   日 曜 行  事  名 時      間 場    所 

５月２０日 金 ふれあい昼食会 １０：３０～ １２：３０ サンライズホール 

火 招魂祭(予定) １０：００～ １１：００ 忠魂碑境内 ６月１５日 

２０日 月 ふれあい昼食会 １０：３０～ １２：３０ サンライズホール 

『東北関東大震災義援金』 

   戸別募金のご協力依頼について 
3月11日に東北地方太平洋沖を震源とする、地震・津波により甚大な被害が発生しました。この

震災に伴い被災された方々を支援・援助することを目的に士別市社会福祉協議会では、北海道共同募

金会士別市共同募金委員会と共催して、士別市役所を始めとする公共機関窓口での募金の他に、4 月

1 日から士別市自治会連絡協議会の協力を得て『戸別募金』実施しております。朝日地区市民の皆様

の心温まるご支援をお願いいたします。 

死者数・不明者は２万７７５４人 

東日本大震災の死者は、２０日午後６時の警察庁のまとめで、１２都道府県で１万４０６３人、行

方不明者は６県で１万３６９１人となった。死者・不明者は計２万７７５４人。警察庁は仙台市の不

明者２１０人を新たに集計に加えた。これにより、すべての自治体の不明者が計上された。また１９

日に１４１８人としていた福島県の死者数について、１４１２人と訂正した。宮城県の死者は８５３

０人、岩手県は４０５８人。      ―４月２１日付の北海道新聞「朝刊」の記事からー  

・・・・・被害が大きかった３県の死者は、宮城８４８７人、岩手４０３３人、福島１４１８人。

不明者は、宮城７７２４人、岩手３８２２人、福島２１１０人。原発事故の影響などによる避難も含

め、１８都道府県に設置された約２５００ヵ所の避難所に１３万６千人が身を寄せている。 

              ―４月２０日付の北海道新聞「朝刊」の記事からー 

3月16日から４月20日までの社協朝日支所「窓口募金」は、1７９万1793円になりました。

地域の皆さんの温かいご支援ご協力に厚くお礼を申し上げますとともに、被災地の皆さんが１日も早

くもとの生活に戻れますようご祈念いたします。 

  義援金は、社協朝日支所で随時受け付けておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

〇 ６月１５日（予定）は朝日町招魂祭です。忠魂碑境内に遺族会の皆さんをご招待し執り行われます。

戦没者の慰霊を弔い、安らかなるご冥福をお祈りすると共に戦争の無い恒久平和を誓う祭典です。忠

魂碑前東側に、６４柱の氏名が刻まれた「朝日町戦没者英霊名碑」が遺族会 により、平成１４年８

月１５日建立され式典が行われました。 

〇 今年度も各自治会のご理解とご協力により、６月下旬～８月下旬まで日本赤十字社社資の取りまと

めを計画しております。赤十字は、人道と博愛の精神を基調とし、明るく住みよい平和な社会を築き

上げていくために活動しております。3月11日に起きた東日本大震災による未曾有の災害をはじめ、

台風・豪雨等の自然災害が起こった場合の負傷者の医療救護をはじめ国際赤十字の要請にもとづく援

護等、数々の事業を行っておりますが、これらの活動費は、全て赤十字社員の社費及び寄付金等でま

かなわれており、社員の増強により社資の安定的な確保が極めて重要です。平成22年度、朝日地区

においては、６９３人の皆様から2９４,６８３円のあたたかい善意が寄せられました。皆様の一層の

ご支援とご協力をお願いいたします。 



 


